
平成 29 年度 第 2 回運営委員会 報告 

 

日 時 ：平成 29 年 12 月 10 日（日） 

場 所 ：西部地域福祉センター 

配付資料：１２月までの活動報告 

     「第 36 回ボランティアのつどい」ちらし見本 

     「個人ボランティアのつどい」報告書 

     「ボランティア・市民活動フェスタ２０１７in佐倉」報告書 

出席者 ：明るい社会づくり佐倉（露嵜義夫）あしたの会（越牟田祐子、岡田勝子）井野

西ボランティアグループ（近藤眞理、工藤昌子）さんぽみち（岩吉外茂治）手

話サークル「希望」（秋山好子、斎藤美子）手をつなぐさくら（濱田英子、寺田

純子）「ハッピー・はっぱ」（たまごさん）コケコッコ村（森のり助）ひのき太

鼓（田仲知代）使用済み切手の会（渡辺光江）ほっとくらぶ（堤陽子、山本正

子）鼓珀（野川真一）、枝松ゆり子、柏崎道子、川島幸一、友崎彰、脇阪亨、大

久保和夫、稲村多恵子、小倉幸代、小出まゆみ、住吉アキ子、豊田理英子、石

田文代、ボランティアセンター（細谷聡美）以上 30 名敬称略 

 

 
第１部 運営委員会 

    12 月までの活動報告の中、収集活動において 

    質問 ：使用済みインクカートリッジ約７㎏を 

下志津小学校へ届ける件について、 

配る学校を決めているのか。 

    回答 ：ベルマークと一緒の対応をするので、 

市内の 学校を順番に回ります。 

    報告 ：10 月 31 日 役員を務めてくださった瀬尾潔さんがお亡くなりになりまし

た。会議の資料、ホームページの更新など事務処理を一手にひきうけてく

ださいました。今までのご尽力に感謝すると共に，ご冥福をお祈りいたし

ます。 

第 2 部 クロスロード（Crossroad） 

     災害時には、同時多発的に想定外の問題に直面します。 

    クロスロードとは、阪神・淡路大震災で、災害対応にあたった神戸市職員への 

インタビューをもとに開発・作成された、カードゲーム方式の防災教材です。 

さまざまな「ジレンマ」を感じつつ『YES,NO』を選び、お互いにその答を選んだ 

理由を聞くことで、多くの視点や価値観に出会うことができます。  


